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【論文の内容の要旨】
第二言語習得の分野においても、多数の研究によって、聴解への視覚情報の影響が検証さ
れてきた。これらの研究は、視覚情報の有無や種類の違いによって、学習者の内容理解は促
進されるか否かという現象を整理したものであり、その現象の背後にあるメカニズムにまで
踏み込んだものは管見の限りわずかである。しかし、現象の整理だけ通しては、それが起き
る理由の解釈には繋がりにくい。そこで本研究は、認知心理学における、人間が情報を処理
するために必要な心的エネルギーと仮定される「処理資源」という概念に注目し、対面聴解
の時に話し手の顔から得られる視覚情報を取り上げ，その視覚情報が聞き手の内容理解に与
える影響と、そのメカニズムを明らかにすることを目的とした。
具体的に、まず第一章で研究の背景と目的について述べ、第二章では、聴解への視覚情報
の影響に関する第二言語習得研究を概観し、先行研究の成果と課題を整理した。第三章では、
聴解への視覚情報の影響に関する認知心理学の知見について概説したあと、第二言語習得の
聴解研究への応用について論じた。第四、五章では、対面聴解における話し手の顔からの視
覚情報の影響、そしてその影響と学習者の目標言語圏滞在経験、内容難易度と学習者の習熟
度との関係を、準実験的に検証し、考察した。第六章では、話し手の顔からの視覚情報に影
響を受けた場合、聞き手の内容理解に現れる特徴を分析した。
調査結果から、以下の 5 点が明らかになった。①聞き手の内容理解が、話し手の顔情報に
よる影響を受けるか否かは、話し手の顔情報を理解の手がかりとして判断するかどうかに
よって決まる。②話し手の顔情報を理解の手がかりとして判断するかどうかは、聞き手の目
標言語圏での滞在経験が関与している。③話し手の顔情報を理解の手がかりとして判断する
学習者には、話し手の顔情報から正の影響と負の影響のどちらかを受ける可能性がある。④
発話内容の難易度と聞き手の習熟度は、話し手の顔情報に影響が関与する可能性がある。⑤
話し手の顔情報による影響は、「数字＋α」の部分に現れやすい。七章では、以上の結果を
ふまえ、認知的観点から対面聴解における話し手の顔からの視覚情報による影響を再考し、
日本語を第二言語とする聴解教育への提案とともに、今後の課題を示した。
